
希少本ビジネスの世界はアメリカ社会そのもの『ブックセラーズ』D.W
.ヤング監督が語る

本を探し、本を売り、本を愛するブックセラーにスポットをあてたドキュメンタリー作品『ブックセラ
ーズ』が公開される。世界最大規模のNYブックフェアから始まり、個性豊かなブックセラーたちのイ
ンタビューだけでなく、さまざまな希少本のコレクションやオークション風景などで構成され、NYに
おける希少本ビジネスの歴史や現状がわかる作品だ。

ビル・ゲイツが史上最高額2,800万ドル（約28億4千万円）で落札した「レオナルド・ダ・ヴィンチの
レスター手稿」やそのオークション風景、『グレート・ギャツビー』のカバーがついた初版本、エドガ
ー・アラン・ポーの『タマレーン』初版本、『若草物語』のオルコットが偽名で書いたパルプ小説、宝
石が施された本、人間の皮膚で作られた本などが多数紹介されるのも見どころとなっている。

M＆A
OnlineではD.W.ヤング監督にオンライン取材を行い、NYにおける希少本ビジネスの今後などを聞いた
。

――ブックセラーたちのドキュメンタリー作品を撮ろうと思ったきっかけからお聞かせください。

7年くらい前のことになりますが、プロデューサーのダン・ウェクスラーが希少本についてのドキュメ
ンタリー作品を撮らないかと言ってきました。彼自身が希少本のブックセラーだったのです。私も叔父
と叔母が本のディーラーをしていたので、その企画に興味を感じました。妻のジュディス・ミズラキー
も賛成し、製作に加わってくれるというのも大きかったですね。ただ、当時、他の作品に関わっていた
ので、実際に撮影を始めたのは、それから4年くらい経ってからのことでした。
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――アメリカの方にとって希少本は身近なものなのでしょうか。

ほとんどの人は馴染みがないと思います。だからこそ、興味を持ってほしかったのです。また一方で本
好きの人は本に対する思いが深いので、希少本のドキュメンタリー作品を作ったら強い興味を持ってく
れるのではないかと考えました。

――ドキュメンタリー作品は脚本のあるフィクションと違い、企画通りに取材が進むとは限りません。
本作はどの辺りで構成が見えてきたのでしょうか。

ダンがブックセラーですから、彼の存在は大きな指針でした。そのうえで実際にブックフェアに行った
ことでコネクションができ、取材を進めるうちに方向性が見えてきました。

自分はあれもこれもとテーマを広げて映画を作るのは好きではありません。これまでも何かにフォーカ
スした作品を撮ってきました。撮ろうと思えば素材は無限大にありますが、作品の最後に出てくるブッ
クフェアに行ったとき、自分が納得するだけの素材が集まったと思えたので、そこで取材を終えること
にしました。それ以上取材していたらまとめきれなくなっていたに違いありません。終わりが見えてほ
っとしました。
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――女性ブックセラーの少なさや苦労について触れていますが、このことは業界の現状を語る上で外せ
ないと企画段階から予定していたそうですね。

これまで希少本ビジネスの世界は男性優位でした。それはアメリカ社会そのものです。しかし取材を通
じて知り合った女性の方々はそんな社会の偏見に負けることなく、前向きに取り組んでいる。業界の現
状を描きつつ、女性ブックセラーのがんばる姿を作品の中に取り入れたいと思いました。

――インターネットがブックセラー業界にも大きな影響を与えているのも伝わってきました。

インターネットの活用に対する意識はブックセラーたちの間でも、熟年世代と若い世代に大きな違いが
あります。

熟年ブックセラーのみなさんは成功している方が多く、インターネットをうまく活用できる立場にある
ので、昔を懐かしみながらもインターネットによって販路が広がったと感じています。

若い人はインターネットがすでにある世界に生きているので、チャンスが増えたというのではなく、そ
こにあるものをどう活用したらいいかという考え方をしています。

インターネットによって希少本の販路は広がりましたが、普通の古本屋さんは消えつつあります。しか
し、インターネットがなかった頃にはもう戻れません。今後はインターネットを使うことを基本に考え
なくてはいけませんが、雑然とした本屋さんに行って自分の好きな本を探す楽しみが失われつつあるの
が残念です。そういう意味ではブックフェアは気軽に立ち寄れる機会として、とてもいいものだと思い
ます。

――日本の観客に向けてひとことお願いします。

ブックセラーの方から日本のみなさんは本を大切にすると聞いているので、日本で公開されることをう
れしく思います。ぜひ映画館に足をお運びください。

取材・文：堀木 三紀（映画ライター）

＜プロフィール＞

D・W・ヤング監督これまでサウス・バイ・サウスウエストやバンクーバー国際映画祭、メリーランド
映画祭やプロビンスタウン国際映画祭、サラソタ映画祭など世界各地の映画祭で上映された作品を発表
。主な作品に『A HOLE IN A FENCE』と『THE HAPPY
HOUSE』や、2016年大統領選挙の夜に撮影された『 A FAVOR FOR JERRY』など。
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